
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
ト
産
業
化
期
の
地
域
活
性
化
〆'ー、、、

一
一、-〆

-
|
群
馬
・
埼
玉
両
県
に
お
け
る
公
立
小
学
校
立
地
集
落
の
最
高
活
性
化
|
|

田

キナ

正

夫
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は

じ

め

に

お
よ
そ
、
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
は
、
時
間
の
推
移
と
と
も
に
、
環
境
(
空
間
)
が
変
容
す
る
と
い
う
自
明
の
理
を
基
盤
と
し
て
、
研

究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
時
間
の
推
移
は
、
厳
密
に
い
え
ば
平
板
で
は
な
く
、
好
余
曲
折
を
も
ち
、
極
論
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
変

幻
自
在
の
趣
を
呈
す
る
。
し
か
し
、
大
局
的
に
み
れ
ば
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
な
ど
が
、
相
対
的
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
安
定
す

る
「
安
定
期
L

と
、
そ
れ
ら
が
相
対
的
に
短
期
間
で
流
動
す
る
「
変
革
期
」
と
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
(
1
3

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
お
い
て
、
前
述
の
よ
う
な
多
面
的
観
点
に
基
づ
く
「
変
革
期
」
を
、
具
体
的
に
い
つ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
か
。
現
時
点
に
立
脚
す
れ
ば
、
現
代
を
も
っ
て
、
産
業
化
が
ま
す
ま
す
進
展
し
つ
つ
あ
る
社
会
で
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
は
、
異
論
を
挟
む
余
地
が
な
か
ろ
う
。
こ
の
産
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
現
時
点
か
ら
巨
視
的
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、

一
五
年
戦
争
、
第
一

次
世
界
大
戦
、
日
露
・
日
清
両
戦
争
、
明
治
維
新
、
安
政
開
港
な
ど
に
よ
る
諸
変
革
を
、
想
起
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
諸
変
革
を
多
角
的

に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
大
変
革
と
み
な
し
得
る
も
の
は
、

一
五
年
戦
争
と
幕
末
j
明
治
初
期
の
二
大
変
革
で
あ
っ
た
と
、
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筆
者
は
考
え
る
。
と
り
わ
け
後
者
は
、
産
業
化
の
始
期
と
し
て
の
意
義
が
大
き
く
、
標
題
に
掲
げ
た
プ
ロ
ト
産
業
化
期
の
語
は
、
こ
の
変

革
期
を
さ
し
て
い
る
(
2
3

こ
の
時
期
に
お
い
て
、
す
で
に
活
性
化
の
地
域
差
が
生
じ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

い
か
な
る
要
因
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
を
、
筆
者
は
追
究
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
変
革
期
の
も
つ
歴
史
地
理
学
的
意
義
を
探
る
糸
口
と
し
た
い
か
ら

で
あ
る
。

地
域
活
性
化
の
全
国
的
趨
勢

筆
者
は
、
先
に
、
明
治
七
年
二
八
七
四
)
に
お
け
る
公
立
小
学
校
の
授
業
料
・
教
員
数
を
指
標
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
地
域

活
性
化
の
地
域
差
を
検
討
し
た
(
3
)
0

授
業
料
を
指
標
と
し
た
の
は
、
父
母
の
受
益
者
負
担
額
が
、
地
域
活
性
化
の
差
異
を
示
唆
す
る
と

考
え
た
か
ら
で
あ
り
、
教
員
数
を
指
標
と
し
た
の
は
、
地
域
活
性
化
の
指
導
力
た
り
得
る
人
材
分
布
の
地
域
差
、
な
ら
び
に
学
校
規
模
の

地
域
差
の
検
討
を
意
図
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

a 

本
州
・
四
国
・
九
州
は
、
授
業
料
分
布
パ
タ
ー
ン
の
上
か
ら
、
東
日
本
と
西
日
本
に
両
分
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
両
者
の
漸
移
地

帯
は
、
ほ
ほ
富
山
・
静
岡
両
県
を
結
ぶ
地
帯
と
な
っ
て
い
た
。
東
日
本
の
特
色
は
、
関
東
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
も
っ
一
方
、
こ
れ
に
連

な
る
高
額
地
帯
と
は
、

い
わ
ば
線
状
に
結
ぼ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
日
本
で
は
、
近
畿
中
央
部
の
低
額
地
帯
の
西
方
に
、
広
範

に
、
ウ
エ
イ
ト
の
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
高
額
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
前
者
で
は
、
関
東
平
野
か
ら
線
状
を
た
ど
る
活
性
化
を
み
た

の
で
あ
る
が
、
後
者
で
は
、
周
辺
の
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
活
性
化
が
、
空
白
的
な
中
心
部
を
さ
さ
え
る
構
造
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま

り
、
こ
れ
ら
の
分
布
パ
タ
ー
ン
を
通
じ
て
、
前
者
で
は
、
中
心
か
ら
の
遠
心
的
活
性
化
が
、
ま
た
後
者
で
は
、
並
立
し
た
中
核
に
お
け
る

活
性
化
が
そ
れ
ぞ
れ
示
唆
さ
れ
た
。



b 

東
日
本
・
西
日
本
の
活
性
化
を
比
較
す
る
と
前
者
で
は
、
急
激
な
活
性
化
地
域
の
中
心
が
関
東
平
野
の
ほ
ほ
中
央
に
位
置
し
、
こ

こ
か
ら
東
方
に
向
か
っ
て
、
安
定
し
た
活
性
化
地
域
や
活
性
化
の
遅
れ
を
示
す
地
域
が
派
生
し
、
そ
の
先
端
部
に
も
急
激
な
活
性
化
地
域

が
分
布
し
た
。
し
か
し
西
方
に
は
、
活
性
化
の
遅
れ
と

H

活
性
化
い
ま
だ

L
N
の
地
域
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
で
は
、
急
激

な
活
性
化
地
域
が
近
畿
i
中
・
四
国
i
九
州
に
わ
た
っ
て
、
東
西
方
向
に
分
布
し
た
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
の
間
に
安
定
し
た
活
性
化
地
域

ゃ
、
活
性
化
の
遅
れ
を
一
不
す
地
域
、
あ
る
い
は

H

活
性
化
い
ま
だ
し
が
の
地
域
が
介
在
し
た
。
そ
し
て
東
・
西
の
両
端
の
ほ
と
ん
ど
は
、

安
定
し
た
活
性
化
地
域
や
、
活
性
化
の
遅
れ
を
示
す
地
域
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
東
日
本
に
お
け
る
活
性
化
が
単
核
的
で
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あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
西
日
本
の
そ
れ
は
、
多
核
的
な
傾
向
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

C 

東
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
ト
産
業
化
期
の
活
性
化
を
み
る
と
、
最
も
著
し
く
表
れ
て
い
た
の
は
、
群
馬
県
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
西

毛
に
お
い
て
は
、
蚕
糸
業
を
基
盤
と
し
た
と
み
ら
れ
る
活
性
化
が
、
西
高
東
低
を
、
ま
た
北
毛
・
東
毛
に
お
い
て
は
、
東
隣
す
る
栃
木
県

側
の
鉱
業
や
織
物
業
の
発
展
に
基
づ
く
交
流
に
起
因
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
活
性
化
が
、
東
高
西
低
を
、
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い
た
。
さ
ら

に
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
中
心
的
市
街
地
か
ら
ほ
ど
遠
い
地
域
で
あ
っ
て
も
、
む
し
ろ
、
県
域
の
内
外
を
通
ず
る
河
川
及
び
道
路
に
依
存

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
活
性
化
の
傾
向
を
大
づ
か
み
に
み
る

と
、
西
毛
に
お
い
て
最
も
高
く
、
次
い
で
北
毛
、
さ
ら
に
東
毛
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
明
治
中
期
以
降
に
お
け
る
製
糸
業
の
定
着
性
と
進

行
(
4
)
と
、
ほ
ぽ
符
号
し
て
い
た
。

d 

c
に
お
い
て
群
馬
県
か
ら
南
方
へ
連
続
し
て
活
性
化
を
示
す
の
は
、
埼
玉
県
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
丘
陵
及
び
台
地
か
ら
西
部

山
地
に
か
け
て
の
地
域
の
う
ち
、
荒
川
以
北
と
そ
の
支
流
赤
平
川
以
北
に
お
い
て
は
、
群
馬
県
の
西
毛
か
ら
連
続
し
て
蚕
糸
業
を
基
盤
と

し
た
と
み
ら
れ
る
著
し
い
活
性
化
が
進
展
し
た
。
ま
た
、
水
陸
交
通
の
中
枢
を
に
な
う
東
武
平
野
に
お
い
て
は
、
東
京
(
江
戸
)
圏
を
反
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映
し
た
と
み
ら
れ
る
安
定
し
た
活
性
化
が
、
広
範
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
丘
陵
及
び
台
地
に
お
い
て
、
東
京
(
江
戸
)
圏

の
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
る
活
性
化
は
、
川
越
と
入
間
川
本
流
を
結
ぶ
線
以
南
に
限
ら
れ
た
。

一
方
、
相
次
ぐ
水
害
や
近
世
の
所
領
関
係
に
よ

っ
て
影
響
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

H活
性
化
い
ま
だ

L
H
の
地
域
が
、
秩
父
大
宮
を
中
心
と
す
る
荒
川
本
流
上
流
部
ゃ
、
荒
川
中
流
右
岸
、

入
間
川
上
流
域
に
お
い
て
、
局
部
的
に
認
め
ら
れ
た
。

群
馬
・
埼
玉
県
の
最
高
活
性
化
集
落

本
稿
で
は
群
馬
・
埼
玉
両
県
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
著
し
い
活
性
化
を
示
し
て
い
た
公
立
小
学
校
が
い
か
な
る
特
質
を
も
っ
集
落
に
立

地
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
性
化
の
地
域
差
を
生
じ
た
要
因
を
解
明
す
る
。

一
般
的
に
は
、
生
徒
一
人
あ
た
り

の
授
業
料
(
月
謝
)
が
高
額
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ま
た
教
員
一
人
あ
た
り
の
生
徒
数
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、
活
性
化
が
著
し
か

っ
た
と
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
文
部
省
第
二
年
報
〈
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
〉
に
よ
っ
て
、
両
県
に
お
け
る
学
校
ご
と
の
数
字
を
算
出

し
た
(
5
)
。
そ
し
て
、
生
徒
一
人
あ
た
り
の
授
業
料
が
二
二

i
一
九
銭
で
あ
る
と
共
に
、
教
員
一
人
あ
た
り
の
生
徒
数
が
四
五
人
未
満
で

あ
る
と
い
う
こ
つ
の
条
件
を
満
た
す
二
六
校
を
、
最
高
の
活
性
化
を
表
す
も
の
と
考
え
て
抽
出
し
た
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
学
校
が
立
地
す

る
集
落
の
特
質
を
皇
園
地
誌
(
6
)
を
使
用
し
て
考
察
す
る
。

(一)

上
位
階
層
校
立
地
集
落

A 

授
業
料
(
7
)

一
八

i
一
九
銭
校
立
地
集
落

活
性
化
が
最
も
高
い
の
は
、
授
業
料
一
九
銭
・
生
徒
数
(
8
)
三
O
人
の
前
橋
連
雀
町
と
、
同
一
九
銭
・
四

O
人
の
同
曲
輪
・
同
芦
田
両
町

で
あ
っ
た
。
前
橋
は
、
平
坦
な
後
背
地
を
も
ち
、
利
根
川
と
そ
の
分
流
広
瀬
川
に
臨
む
城
下
町
を
主
体
と
じ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
宅



地
が
町
域
の
八
四
%
を
し
め
、
東
京
道
、
清
水
越
往
還
、

八
幡
山
道
、
高
崎
道
、
大
間
々
道
、
伊
香
保
温
泉
道
が
通
じ
て
い
た
。
戸
数
は
、

平
民
一
六

O
七
に
対
し
て
、
士
族
が
八
三
一
を
数
え
、
そ
の
う
ち
、
転
入
(
9
)
戸
数
は
、
平
民
二
四
五
・
士
族
三
一
に
達
し
て
い
た
。
ま

た
人
口
は
、
平
民
七
七
九
八
に
対
し
、
士
族
が
三
七
八
八
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
転
入
人
口
は
、
平
民
七
五
三
、
士
族
で
も
一
五
五
に
及

ん
で
い
た
。

一
方
、
他
地
域
へ
の
転
出
(
叩
)
人
口
に
つ
い
て
は
、
士
族
二
五
七
が
、
平
民
一

つ
ま
り
、
総
一
戸
口
の

一
七
を
凌
い
で
い
た
。

約
三
分
の
一
に
及
ぶ
士
族
が
居
住
し
て
お
り
、

一
方
維
新
に
伴
う
転
出
人
口
が
、
特
に
士
族
に
お
い
て
み
ら
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
を
は
る

か
に
上
回
る
転
入
戸
口
が
、
特
に
平
民
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
(
日

)
O
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前
記
の
戸
数
の
う
ち
の
就
業
構
成
は
、
商
業
四
六
%
に
次
い
で
、
農
業
二
二
%
、

工
業
・
雑
業
各
一
六
%
で
あ
り
、
女
子
人
口
の
五

五
%
が
蚕
糸
業
、

五
%
が
縫
物
・
織
物
両
業
に
従
事
し
て
い
た
。
し
か
も
、
牛
馬
の
飼
育
頭
数
は
、
牛
四
五
(
牝
三

0
・
牡
一
五
)
(
ロ
)
、

馬
三
五
(
牡
)
に
及
ぴ
、
荷
車
四
五
五
、
人
力
車
二
二
七
、
馬
車
七
、
漁
船
一
が
保
有
さ
れ
て
い
た
。
か
く
て
、
繭
五
二

O
石
(
上
等
二

五
五
石
・
中
等
二
六
五
石
)
、
生
糸
一
万
六
七
九
五
貫
(
上
等
一
万
三

O
九
三
貫
・
中
等
三
七

O
二
貫
)
を
産
し
、
繭
の
ほ
と
ん
ど
は
製

糸
さ
れ
て
、
横
浜
あ
る
い
は
桐
生
新
町
へ
送
ら
れ
た
。
ま
た
二
万
四
二
一

O
O本
の
団
扇
が
つ
く
ら
れ
、
前
橋
及
び
そ
の
周
辺
に
売
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
地
租
五
八

O
O
円
に
対
し
て
、
賦
金
七
六
五
九
円
・
雑
税
二
五
七
九
円
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

前
橋
に
次
い
で
、
授
業
料
一
八
銭
・
生
徒
数
回

O
人
と
い
う
高
い
活
性
化
を
示
し
て
い
た
内
ヶ
島
は
、
旧
旗
本
堀
・
大
岡
両
藩
の
相
給

で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
、
本
庄
道
に
沿
い
、
北
方
に
小
山
川
、
中
央
に
備
前
堀
が
そ
れ
ぞ
れ
平
行
し
て
東
流
す
る
沖
積
平
野
に
位
置
し
て
い

た
。
耕
作
面
積
四
二
町
一
反
の
う
ち
、
田
・
畑
の
比
は
、
ほ
ほ
一
対
二
で
あ
り
、
そ
の
土
壌
は
、
稲
・
麦
に
適
す
と
さ
れ
て
い
た
が
、
養

蚕
農
家
が
多
か
っ
た
。
物
産
に
は
、
米
一
二

O
石
・
大
麦
一
九
二
石
・
小
麦
六
七
石
・
菜
種
五
九
石
・
大
豆
五
四
石
の
ほ
か
、
桑
一

0
0

駄
・
繭
三
二
石
・
生
絹
五

O
匹
・
太
織
五

O
匹
・
生
糸
一
貫
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
の
ほ
か
、
蚕
卵
紙
三
一
九
枚
は
、
直
輸
出
と
し
て
横
浜
へ
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送
ら
れ
た
。
農
家
数
回
九
、
同
人
口
二
七
七
で
あ
り
、

一
戸
あ
た
り
の
家
族
員
数
は
五
・
七
で
あ
っ
た
が
、
同
耕
作
面
積
は
約
八
反
六
畝

に
過
ぎ
ず
、
蚕
糸
織
物
に
よ
る
副
業
が
、
農
家
経
済
を
多
分
に
潤
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
か
く
て
、
牡
馬
一
五
、
荷
車
(
中
車
)

二
を
保
有
し
、
貢
租
の
納
入
は
、
地
租
米
七
三
石
・
六
一
円
の
ほ
か
、
賦
金
八
三
円
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

B 

授
業
料
一
五
j

一
六
銭
校
立
地
集
落

旧
前
橋
藩
領
の
東
明
屋
は
、
榛
名
山
東
麓
の
標
高
約
二
五

0
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
授
業
料
一
六
銭
・
生
徒
数
二

O
人
で
あ
り
、
伊
香

保
往
還
に
沿
っ
て
い
た
。
西
方
に
井
野
川
や
用
水
堀
、
ま
た
東
南
方
に
天
神
川
が
流
れ
て
い
た
が
、
砂
磯
質
土
壌
で
あ
る
た
め
、

し
ば
し

ば
皐
害
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
米
作
に
は
不
適
で
あ
っ
た
が
、
蕎
麦
・
小
麦
な
ど
の
生
産
に
は
、
事
欠
か
ず
、
耕

作
四
八
町
九
反
の
う
ち
、

田
・
畑
の
比
は
、

一
対
五
で
あ
っ
た
。
物
産
と
し
て
上
げ
ら
れ
た
繭
五
五
石
・
生
糸
五

O
貫
・
絹
七
五
匹
・
太

織
五
二
匹
は
、
専
ら
前
橋
・
高
崎
・
安
中
な
ど
へ
送
ら
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
農
家
数
人
二
、
同
人
口
三
五
二
で
あ
り
、

戸

あ

た
り
の
家
族
員
数
は
、
四
・
二
一
で
あ
っ
た
が
、
同
耕
作
面
積
は
約
六
反
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
の
往
還
沿
い
の
立
地
が
、
農

間
稼
ぎ
を
促
し
、
牡
馬
二
一
が
保
有
さ
れ
る
ほ
か
、
婦
女
子
に
よ
る
織
物
生
産
も
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
貢
租
と
し
て
は
、

地
租
米
一
五
石
・
九
九
円
に
対
し
て
、
二
二
六
円
と
い
う
高
額
な
雑
税
を
納
入
し
て
い
た
。

伊
勢
崎
の
西
北
に
接
し
、
前
橋
道
に
通
ず
る
今
泉
は
、
授
業
料
一
六
銭
・
生
徒
数
三

O
人
で
あ
り
、
か
つ
て
伊
勢
崎
藩
、
上
総
二
呂
藩
、

旗
本
杉
山
・
新
見
両
藩
の
四
給
の
地
で
あ
っ
た
。
沖
積
平
野
に
立
地
し
、
西
方
を
流
れ
る
広
瀬
川
に
よ
っ
て
、
前
橋
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

耕
作
面
積
二
二
六
町
三
反
の
う
ち
、

田
・
畑
の
比
は
、
ほ
ぽ
一
対
三
で
あ
り
、
土
壌
の
点
で
は
、
稲
・
大
豆
・
茶
に
適
す
と
さ
れ
た
が
、

農
家
戸
数
一
一
四
の
う
ち
、
八
八
戸
が
養
蚕
農
家
で
あ
り
、
蚕
糸
・
織
物
両
業
に
従
事
す
る
婦
女
子
は
、

一
七
六
人
に
及
ん
で
い
た
。
人

口
は
五
三
二
で
あ
り
、

一
戸
あ
た
り
の
家
族
員
数
は
四
・
七
で
あ
っ
た
が
、
同
耕
作
面
積
は
、

一
町
二
反
と
比
較
的
広
く
、
貢
租
に
つ
い



て
は
、
地
租
米
一

O
O
石
・
・
一
七
七
円
に
対
し
て
、
雑
税
・
賦
金
各
八
円
・
二
円
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
物
産
と
し
て
上
げ
ら
れ

る
繭
三
五
石
・
生
糸
一

O
貫
・
太
織
二
一
四
匹
は
、

い
ず
れ
も
中
等
物
と
は
い
え
、
自
給
自
足
以
外
は
す
べ
て
伊
勢
崎
へ
送
ら
れ
て
い
た
。

伊
勢
崎
と
の
往
来
に
も
、
牡
馬
二
三
ゃ
、
荷
車
一

O
、
人
力
車
二
人
乗
り
)
二
が
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

授
業
料
二
ハ
銭
・
生
徒
数
三

O
人
を
示
す
越
生
は
、
旧
上
総
久
留
里
藩
領
で
あ
り
、
村
内
の
東
北
部
が
越
辺
川
の
谷
底
平
野
、
同
じ
く

西
部
は
秩
父
山
地
の
前
山
に
あ
た
り
、
相
州
街
道
・
坂
戸
道
に
沿
っ
て
い
た
。
土
壌
の
点
で
は
、
桑
・
茶
に
適
す
る
も
の
の
、
回
干
害
に
よ

る
米
作
不
適
地
帯
と
さ
れ
、
耕
作
面
積
四
八
町
の
う
ち
、

回
・
畑
の
比
は
ほ
ぼ
一
対
三
で
あ
っ
た
。
農
家
戸
数
一
一
八
で
、

一
戸
あ
た
り
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家
族
員
数
は
四
・
六
で
あ
っ
た
が
、
同
耕
作
面
積
は
、
約
四
反
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
繭
九
九

O
斤
・
生
絹
一
一

O
O
匹
・
太
絹

五
O
O
匹
・
生
糸
一

O
O
斤
の
繊
維
品
の
ほ
か
、
団
一
扇
四
二
万
本
の
物
産
が
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
生
業
に
よ
っ
て
も
支
え
ら

れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
生
絹
(
裏
絹
)
の
取
引
が
盛
ん
で
あ
り
、
人
家
が
軒
を
並
べ
、
人
力
車
八
・
荷
車
(
中
)
六
・
牡
馬
一
が

使
わ
れ
て
い
た
。
男
は
農
・
商
両
業
、
婦
女
子
は
蚕
糸
業
に
、
専
ら
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
八
七

O
年
ま
で
は
法
思

寺
・
正
法
寺
両
領
(
各
二

O
石
・
一

O
石
)
が
あ
っ
た
た
め
か
、
貢
租
と
し
て
は
、
地
租
米
四
五
石
・
九
二
円
、
賦
金
二

O
O
円
を
納
め

る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

授
業
料
一
六
銭
・
生
徒
数
回

O
人
を
示
す
石
井
は
、
標
高
二
一

0
0
メ
ー
ト
ル
前
後
の
赤
城
山
西
南
麓
に
位
置
し
、
村
域
の
約
四
分
の
三

は
山
林
で
あ
っ
た
。
ま
た
旧
前
橋
藩
領
で
あ
り
、
大
胡
(
沼
田
)
道
・
深
山
道
・
前
橋
道
・
二
一
夜
沢
道
・
米
沢
道
・
田
島
道
が
通
ず
る
陸

上
交
通
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
耕
作
面
積
一
一
五
町
八
反
の
う
ち
、
回
・
畑
の
比
は
、
ほ
ほ
二
対
三
で
あ
り
、
土
壌
は
中
等
で
、
稲
・
豆
・

麦
に
は
不
適
だ
が
、
小
麦
や
桑
に
は
辛
う
じ
て
適
す
と
さ
れ
、
茶
の
栽
培
は
全
く
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
ば
し
ば
早
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い

た
が
、
安
政
年
間
(
一
八
五
回
j
六
O
)
の
領
主
に
よ
る
上
西
峯
・
天
神
平
へ
の
松
苗
栽
植
に
よ
っ
て
、
改
善
さ
れ
て
い
た
。
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全
村
二
ニ
五
戸
は
養
蚕
農
家
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
冬
季
の
炭
焼
き
・
狩
猟
が
各
八

O
戸
・
九
戸
で
あ
っ
た
。

一
戸
あ
た
り
の
耕
作
面

積
は
、
約
八
反
六
畝
で
あ
り
、
牡
馬
八

0
・
牝
馬
三

0
・
牝
牛
二
の
保
有
は
、
牧
畜
の
盛
況
を
示
唆
し
て
い
た
。
ま
た
男
の
農
間
商
い
と

し
て
は
、
馬
商
三
・
生
糸
商
二

O
が
み
ら
れ
、
蚕
糸
業
に
従
事
す
る
婦
女
子
は
、

一二

O
に
及
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
繭
九
O
石
が
つ
く

ら
れ
、
米
八
五
九
石
・
大
麦
五
三
三
石
・
小
麦
二
八
四
石
・
粟
七
O
石
・
稗
一
九
二
石
の
穀
物
、
蕎
麦
・
萄
黍
・
大
小
一
豆
類
・
芋
類
・
人

参
・
牛
募
・
読
菜
・
草
実
・
木
綿
は
、
す
べ
て
中
等
物
で
、
自
給
用
を
主
と
し
て
い
た
。
柿
類
・
茸
類
・
瓜
類
・
薪
炭
・
茅
竹
の
類
の
一

部
は
、
前
橋
に
送
ら
れ
、
中
等
物
で
あ
る
生
糸
六
三
貫
・
玉
糸
一

O
貫
・
硫
梯
四
万
四

0
0
0把
は
、
す
べ
て
前
橋
に
売
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

授
業
料
一
五
銭
・
生
徒
数
二
一

O
人
を
示
す
松
井
田
は
、
旧
安
中
藩
領
で
あ
り
、
中
山
道
を
は
じ
め
、
榛
名
道
・
八
城
道
・
一
宮
道
が
通

ず
る
碓
氷
川
沿
い
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
松
井
田

E
陵
の
南
端
を
主
と
す
る
た
め
、
耕
作
地
五
九
町
の
う
ち
、
畑
が
九
二
%
を
し
め
て
い

た
。
し
ば
し
ば
干
害
に
苦
し
む
も
の
の
、
土
壌
は
豆
類
・
麦
・
桑
・
茶
・
格
に
適
し
て
い
た
と
さ
れ
、

一
戸
あ
た
り
家
族
員
数
六
・
一
二
に

対
し
て
、
同
じ
く
耕
作
面
積
は
三
反
弱
と
狭
か
っ
た
。

松
井
田
の
特
色
は
、
第
二

i
三
次
産
業
従
事
者
が
多
い
こ
と
で
あ
り
、
戸
数
二
二
九
の
う
ち
、
農
間
商
い
と
考
え
ら
れ
る
一
六
O
戸、

同
じ
く
農
問
職
人
と
み
ら
れ
る
五
三
戸
を
数
え
、
こ
の
ほ
か
医
者
二
も
分
布
し
て
い
て
、
宿
場
町
機
能
の
継
承
が
う
か
が
わ
れ
て
い
た
。

物
産
と
し
て
、
中
等
の
生
糸
六
三
貫
が
上
げ
ら
れ
、
婦
女
子
の
う
ち
、
二

O
O
人
が
養
蚕
、
八
人
が
縫
物
・
織
物
両
業
に
従
事
し
て
い
た
。

人
力
車
二
人
乗
り
)

一
六
・
荷
車
(
小
車

一
五
・
牡
馬
八
を
保
有
し
、
貢
租
と
し
て
、
地
租
米
二
九
石
・
二
一

O
円
の
ほ
か
、
雑
税

七
九
四
円
と
い
う
高
額
を
納
め
て
い
た
。
ま
た
人
口
一
四
三
三
の
う
ち
、
転
入
人
口
は
三
九
二
に
及
び
、
転
出
人
口
六
五
を
は
る
か
に
越

え
て
い
て
、
活
性
化
の
著
し
さ
を
物
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。



C 

授
業
料
一
四
銭
校
立
地
集
落

生
徒
数
三
O
人
を
示
す
旧
城
下
町
安
中
は
、
中
山
道
の
ほ
か
、
富
岡
往
還
の
支
道
が
通
ず
る
宿
場
町
で
も
あ
っ
た
。
河
岸
段
丘
上
に
位

置
し
、
耕
作
面
積
六
町
七
反
は
、
す
べ
て
畑
で
あ
っ
た
が
、
宅
地
面
積
が
、
こ
れ
を
や
や
上
回
っ
て
い
た
。
人
口
は
一
五
二
五
で
あ
り
、

一
戸
あ
た
り
の
家
族
員
数
は
五
・
四
で
あ
っ
た
が
、
同
耕
地
面
積
は
、
約
三
反
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
土
壌
は
、
桑
に
適
す
と
さ
れ
、

物
産
と
し
て
は
、
自
給
用
の
穀
物
・
読
菜
の
ほ
か
に
、
上
等
繭
七
二
石
・
中
等
蚕
種
紙
四
五
O
枚
が
上
げ
ら
れ
、
生
糸
六
五
貫
が
、
横
浜

へ
送
ら
れ
て
い
た
。
戸
数
四
六
九
の
う
ち
に
は
、
養
蚕
農
家
七
二
、
農
間
稼
ぎ
も
含
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
商
家
三
一
七
並
び
に
職
人
七
が
数
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え
ら
れ
、
織
物
・
養
蚕
両
業
に
従
事
す
る
婦
女
子
は
、

一
二
七
人
に
及
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
貢
租
と
し
て
、
地
租
一
六
円
・
賦
金

九
七
一
円
の
ほ
か
、
雑
税
三
O
五
円
を
納
め
て
い
た
。
ま
た
、
人
力
車
四

0
・
荷
車
六
が
保
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
段
賑

が
う
か
が
え
よ
う
。

一
方
、
士
族
の
戸
数
は
、
平
民
の
そ
れ
の
約
一
一
倍
、
ま
た
そ
の
人
口
は
、
同
じ
く
一
・
六
倍
に
及
び
、

一
戸
あ
た
り
家
族
員
数
は
、
平

民
の
五
・
六
に
対
し
て
、
士
族
は
四
・
七
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
平
民
人
口
九
O
O
の
う
ち
、
転
入
人
口
は
、
そ
の
一
二
%
に
あ
た
る
一

O
七
を
数
え
て
い
た
。
士
族
の
場
合
、
転
入
戸
数
の
割
合
は
五
%
、
同
人
口
の
割
合
は
二
一
%
で
あ
っ
た
が
、
転
出
人
口
は
、
士
族
人
口
の

一
三
二
%
に
及
ん
で
い
た
。

つ
ま
り
、
士
族
の
著
し
い
転
出
に
対
し
て
、
平
民
の
転
入
が
、
漸
次
、
着
実
に
進
行
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

同
じ
く
生
徒
数
三
O
人
を
一
不
す
前
代
田
は
、
前
橋
に
南
接
す
る
旧
前
橋
藩
領
で
あ
り
、

八
幡
山
道
沿
い
の
街
村
で
あ
っ
た
。
土
壌
の
点

で
は
、
稲
・
麦
に
は
適
す
が
桑
や
茶
に
は
不
適
で
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
耕
作
面
積
約
三
三
町
一
反
の
う
ち
、
回
・
畑
の
比
は
、

ほ
ほ
二
対

一
で
あ
っ
た
が
、
物
産
と
し
て
は
、
前
橋
へ
売
ら
れ
る
繭
四
四
石
・
生
糸
八
三
貰
が
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
旧
城
下
町
前
橋
に
接
す
る
た
め
、

戸
口
の
約
二
O
%
が
士
族
で
あ
っ
た
。

一
戸
あ
た
り
の
家
族
員
数
は
、
平
民
・
士
族
と
も
に
ほ
ぼ
五
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
く
耕
作
面
積
は
、
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四
反
四
畝
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

総
戸
数
七
六
の
う
ち
、
農
間
商
い
と
み
ら
れ
る
も
の
八
、
同
じ
く
曲
展
開
雑
業
と
考
え
ら
れ
る
も
の
七
の
ほ
か
は
、
養
蚕
農
家
で
あ
り
、

婦
女
子
の
多
く
は
、
専
ら
蚕
糸
業
に
従
事
し
て
い
た
。
か
く
て
、
貢
租
と
し
て
は
、
地
租
米
七
四
石
・
五

O
円
、
賦
金
一
円
の
ほ
か
、
雑

税
二
一
円
を
納
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
荷
車
(
小
車
)
六
・
人
力
車
(
一
人
乗
り
)

一
な
ら
び
に
牡
馬
一
七
が
保
有
さ
れ
て
い
た
。
人
口

移
動
に
つ
い
て
は
、
平
民
だ
け
に
認
め
ら
れ
、
転
入
は
平
民
人
口
の
約
四
%
、
転
出
は
同
じ
く
約
二
%
で
あ
っ
た
。

(コ
中
位
階
層
校
立
地
集
落

A 

授
業
料
一
三
銭
・
生
徒
数
二

O
人
校
立
地
集
落

旧
前
橋
藩
領
の
横
室
は
、
標
高
一
五

0
1
一
六

0
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
北
方
に
国
見
ヶ
岡
、
東
方
に
細
ヶ
沢
を
帯
び
、
沼
田
街
道
に

沿
う
拠
点
で
あ
っ
た
。
村
域
の
四
分
の
一
が
山
林
で
あ
り
、
耕
地
面
積
六
一
町
四
反
の
う
ち
、

田
・
畑
の
比
は
、
ほ
ほ
三
対
四
で
あ
っ
た
。

そ
の
土
壌
は
、
稲
・
麦
・
桑
に
適
す
が
綿
に
つ
い
て
は
好
適
と
は
い
え
ず
と
さ
れ
、
し
ば
し
ば
皐
害
に
苦
し
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
上
質

米
約
一
五

O
石
の
う
ち
、
自
給
用
以
外
は
、
す
べ
て
前
橋
に
送
ら
れ
て
お
り
、

一
方
、
乾
繭
二
五

O
貫
か
ら
つ
く
ら
れ
た
上
質
生
糸
が
、

横
浜
へ
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
養
蚕
農
家
八
六
戸
、
農
聞
酒
造
・
農
間
質
商
各
四
戸
(
は
)
が
認
め
ら
れ
、
蚕
糸
・
織
物
・
縫
物
各
業
に
従
事

す
る
婦
女
子
は
、

一二

O
人
に
及
ぴ
、
赤
城
山
西
麓
利
用
の
牧
馬
を
反
映
す
る
牡
馬
・
牝
馬
の
頭
数
は
、
各
コ
二
・
二
七
に
達
し
て
い
た
。

同
じ
く
旧
前
橋
藩
領
の
上
小
出
は
、

東
方
に
弥
次
川
、

中
央
に
広
瀬
川
、

西
方
に
利
根
川
が
、

そ
れ
ぞ
れ
南
流
し
て
い
て
、
北
越
清

水
越
(
越
後
道
)
と
そ
の
支
道
沿
い
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
耕
作
面
積
六
二
町
六
反
の
う
ち
、

回
・
畑
の
比
は
、
ほ
ほ
二
対
三
で
あ
り
、
そ

の
土
壌
は
、
稲
・
麦
・
桑
に
適
し
て
い
た
。
物
産
と
し
て
は
、
米
二
二
八
石
・
踊
四
八

O
貫
の
ほ
か
、
麦
・
米
・
大
豆
・
粟
・
稗
が
上
げ

ら
れ
、
生
糸
一
六
貫
が
前
橋
へ
売
ら
れ
て
い
た
。
養
蚕
農
家
が
七
八
戸
、
蚕
糸
業
に
従
事
す
る
婦
女
子
は
、

一
五
六
人
に
及
び
、
牡
馬



三
・
牝
馬
一
を
保
有
す
る
一
方
、
転
入
戸
口
は
七
戸
・
二
九
人
、
転
出
人
口
は
一

O
人
で
あ
り
、
前
橋
へ
の
近
接
が
、
人
口
移
動
に
拍
車

を
か
け
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

B 

授
業
料
一
三
銭
・
生
徒
数
三

O
人
校
立
地
集
落

川
越
台
地
に
位
置
す
る
旧
城
下
町
川
越
に
は
、

四
校
(
日
)
が
分
布
し
て
い
た
。

川
越
街
道
・
松

川
越
は
、

新
河
岸
川
の
水
路
の
ほ
か
、

山
道
・
小
川
道
・
浦
和
道
が
通
じ
、
「
平
坦
城
嘘
東
方
に
あ
り
其
西
に
市
街
縦
横
人
家
櫛
比
し
商
買
摩
居
を
列
ね
日
用
百
般
の
用
一
と
し

て
備
ら
さ
る
な
く
県
(
熊
谷
県
[
群
馬
県
と
埼
玉
県
荒
川
以
西
]
、
筆
者
注
)
下
第
一
の
都
市
白
)
」
と
さ
れ
て
い
た
。

町
屋
外
側
の
二
五
四
町
九
反
に
及
ぶ
耕
地
は
、
田
・
畑
が
相
半
ば
し
、
そ
の
土
壌
は
稲
・
桑
・
茶
に
適
す
と
さ
れ
、
物
産
と
し
て
は
、
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米
一
一
三
人
石
・
小
麦
二
九
二
石
・
大
豆
三
三
四
石
・
大
角
豆
二
六
石
・
鶏
八
五

O
羽
・
鶏
卵
五
一

O
O
個
の
農
・
畜
産
物
が
上
げ
ら
れ

て
い
た
。

一
方
、
木
綿
織
手
拭
地
七
万
三
五

O
O
反
・
川
越
縞
地
三
万
一
八
五

O
反
・
本
絹
結
城
縞
二
九
二
八
反
・
糸
入
縞
二

O
九

O

反
・
二
子
織
一
一
一
一
五

O
反
の
繊
維
品
、
綿
繰
台
二
五

O
挺
・
綿
繰
ネ
ヂ
二

O
束
の
繊
維
器
械
類
の
ほ
か
、
箪
笥
一
九
八
五
組
・
鏡
台
五
五

一
本
も
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
貢
租
と
し
て
、
地
租
米
五
三
五
石
・
一
二
三
円
、
賦
金
六
一

O
円
を
納
め
て
い
た
が
、
雑
税
に
つ

い
て
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。

男
が
農
・
商
・
工
各
業
を
専
ら
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
婦
女
子
は
農
・
商
・
紡
織
各
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
総
戸
口

の
う
ち
で
、
士
族
が
四
三

i
四
五
%
を
し
め
、
平
民
の
転
入
つ
い
て
は
、
戸
数
で
は

0
・
六
%
、
人
口
で
は
四
%
を
し
め
て
い
た
。
し
か

し

一
方
で
は
、
転
出
入
口
は
、
平
民
・
士
族
と
も
七
%
に
達
し
、
維
新
に
際
し
て
人
口
の
流
出
が
著
し
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
も

あ
れ
、
荷
車
(
中
車
)
二
六
一
、
人
力
車
一
一
一
一
(
二
人
乗
り
四
、

一
人
乗
り
一

O
八
)

小
船
・
牡
馬
一

O
が
保
有
さ
れ
、
前
述
の
よ

う
な
旧
城
下
町
機
能
が
、
持
続
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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川
越
に
接
続
す
る
町
屋
を
も
っ
松
郷
は
、
川
越
藩
領
で
あ
っ
た
。
町
屋
外
側
に
あ
る
一
八
二
町
五
反
の
耕
地
は
、
田
・
畑
が
相
半
ば
し
、

そ
の
土
壌
は
麦
・
芋
に
適
す
る
と
さ
れ
、
物
産
と
し
て
は
、
川
越
と
ほ
ぼ
同
様
、
米
七
六
五
石
・
大
麦
三
五
O
石
・
小
麦
一
O
O
石
・
大

豆
二
五
O
石
・
小
豆
七
五
石
・
鶏
一
O
O
羽
・
鶏
卵
三
O
O
個
・
鰻
一
五
貫
の
農
・
蓄
・
水
産
物
が
上
げ
ら
れ
、
木
綿
織
一
O
万
五

0
0

O
反
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
貢
租
と
し
て
は
、
地
租
米
三
七
九
石
・
二
三
五
円
、
賦
金
一
五
O
円
を
納
め
て
い
た
が
、
川
越
同

様
、
雑
税
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
男
は
農
業
・
商
業
を
専
ら
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
婦
女
子
は
、

農
業
・
織
物
業
に
従
事
す
る
者
が
多
か
っ
た
。

士
族
は
、
総
戸
数
五
二
五
の
二
%
、
総
人
口
二
四
二
六
の

0
・
七
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
平
民
の
転
入
が
同
戸
口
の
一
%
・

七
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
士
族
の
そ
れ
は
、
同
戸
口
の
一
O
%
・
一
三
%
で
あ
り
、
川
越
と
は
異
な
り
、
士
族
の
転
入
が
み
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
維
新
に
あ
た
っ
て
、
士
族
が
川
越
か
ら
流
入
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
川
越
街
道
・
八
王
子
道
・
浦
和
道
・
所
沢

道
に
通
じ
、
荷
車
四
五
・
人
力
車
二
八
及
ぴ
牡
馬
一

一
を
保
有
し
て
い
た
交
通
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
額
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

前
橋
の
東
南
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
旧
前
橋
藩
領
で
あ
っ
た
後
闘
は
、
東
方
に
広
瀬
川
が
南
流
す
る
一
方
、
藤
川
が
西
南
方

を
環
流
し
、
そ
の
土
壌
は
稲
・
桑
に
適
す
と
さ
れ
、
物
産
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
古
堕
二
O
石
・
生
糸
二
五
貫
は
、
前
橋
へ
送
ら
れ
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
村
域
の
約
一
五
%
が
山
林
で
あ
り
、
耕
作
面
積
一
一
一
一
七
町
九
反
の
う
ち
、

回
・
畑
の
比
は
三
対
二
で
あ
り
、

一
O
四
戸
の

う
ち
、
農
間
雑
業
と
み
ら
れ
る
二
戸
を
除
け
ば
、
す
べ
て
養
蚕
農
家
で
あ
り
、
婦
女
子
の
多
く
は
、
蚕
糸
業
に
従
事
し
て
い
た
。

一
戸
あ

た
り
家
族
員
数
は
四
・
七
、
同
じ
く
耕
作
面
積
は
約
一
町
三
反
で
あ
り
、
牡
馬
五
二
を
保
有
し
、
貢
租
と
し
て
は
、
地
租
米
二
O
九
石
・

一
八
O
円
の
ほ
か
、
雑
税
五
円
を
納
め
て
い
た
。

前
橋
の
東
方
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
西
片
貝
も
、
同
じ
く
旧
前
橋
藩
領
で
あ
っ
た
。
南
方
に
広
瀬
川
が
流
れ
る
平
地
で
、
そ



の
土
壌
は
、
稲
に
は
適
す
が
桑
・
茶
に
は
不
適
と
さ
れ
た
も
の
の
、
物
産
と
し
て
は
、
生
糸
四
三
貫
・
繭
一
八
石
が
上
げ
ら
れ
、
後
閑
と

同
様
、
前
橋
へ
売
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
耕
作
面
積
一
三
六
町
四
反
の
う
ち
、
田
・
畑
の
比
は
、
ほ
ほ
三
対
二
で
あ
り
、
養
蚕
農
家

は一

O
六
、
蚕
糸
業
に
従
事
す
る
婦
女
子
は
一
一
八
人
に
達
し
、
牡
馬
四
五
が
保
有
さ
れ
て
い
た
。

(三)

下
位
階
層
(
授
業
料
二
二
銭
・
生
徒
数
四
O
人
校
)
立
地
集
落

赤
城
山
西
麓
に
位
置
し
、
清
水
越
道
・
同
支
道
・
三
国
支
道
・
沼
田
通
東
往
還
が
通
ず
る
津
久
田
は
、
旧
前
橋
藩
領
・
旧
旗
本
保
々
領

の
相
給
で
あ
っ
た
。
耕
作
面
積
二
三
二
町
の
う
ち
、

一
対
九
で
あ
り
、
そ
の
土
壌
は
、
稲
・
麦
に
は
余
り
適
し
な
い
が
、

田
・
畑
の
比
は
、
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桑
に
は
適
す
と
さ
れ
て
い
た
。
物
産
の
中
で
は
、
前
橋
に
送
ら
れ
る
上
質
生
糸
二
四
O
貫
、
前
橋
そ
の
他
に
売
ら
れ
る
上
質
煙
草
一
四
O

貫
、
各
地
向
け
の
松
及
び
杉
板
二
万
枚
、
屋
根
板
一
万
五

0
0
0束
の
他
は
、
米
一
一
一
一

O
石
・
大
麦
一
万
五

0
0
0
石
・
小
麦
四
八

O
石

が
、
村
内
自
給
用
で
あ
っ
た
。
養
蚕
農
家
は
二
四

O
戸
、
養
蚕
・
紡
織
両
業
に
従
事
す
る
婦
女
子
は
二

O
O
人
を
数
え
た
が
、

一
方
、
牡

馬
一
五
に
対
す
る
牝
馬
一
一
一
一
の
保
有
は
、
畜
産
の
盛
況
を
窺
わ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
転
入
が
全
人
口
の

0
・
一
%
、
転
出
は
同
じ
く

0
・
七
%
と
い
う
わ
ず
か
な
移
動
が
、
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

榛
名
山
東
南
麓
に
位
置
し
、
鳥
川
沿
い
の
北
国
往
還
と
、
こ
こ
か
ら
南
折
す
る
板
鼻
道
が
通
ず
る
下
里
見
は
、
旧
高
崎
藩
領
で
あ
っ
た
。

戸
数
は
一
六
二
戸
で
あ
り
、

一
戸
あ
た
り
の
家
族
員
数
は
四
・
三
で
あ
り
、
同
耕
作
面
積
は
六
反
五
畝
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
養
蚕
農
家
は

一
五
四
戸
、
う
ち
職
人
を
兼
ね
る
も
の
が
三
戸
、
養
蚕
に
従
事
す
る
婦
女
子
は
二

O
六
人
を
数
え
、
牡
馬
の
保
有
頭
数
は
、
六
五
に
及
ん

で
い
た
。
耕
作
面
積
一

O
四
町
九
反
の
う
ち
、

田
・
畑
の
比
は
、

ほ
ほ
一
対
三
で
あ
り
、
そ
の
土
壌
は
、
小
麦
・
綿
に
適
す
が
、
稲
・
桑

に
は
不
適
と
さ
れ
た
上
、
霜
害
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。
し
か
し
物
産
に
つ
い
て
は
、
繭
一
一
一
六
石
・
生
糸
四
九
貫
・
絹
三
三

O
匹
・
太

織
一

O
五
匹
が
上
げ
ら
れ
、
貢
租
と
し
て
は
、
地
租
米
一
一
一
一
一
石
・
一
六

O
円
、
賦
金
三
円
の
ほ
か
、
雑
税
二
八
円
を
納
入
し
て
い
た
の



で
あ
る
。
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赤
城
山
西
南
麓
に
位
置
し
、
西
北
方
か
ら
南
流
す
る
細
ヶ
沢
に
沿
う
原
之
郷
は
、
旧
前
橋
藩
領
で
あ
り
、
沼
田
街
道
に
沿
い
、
東
方
へ

は
五
輪
街
道
、
西
北
へ
は
樽
街
道
が
通
じ
て
い
た
。
村
域
の
約
六
分
の
一
が
山
林
で
あ
り
、
耕
作
面
積
一
七

O
町
六
反
の
う
ち
、
回
・
畑

の
比
は
、

一
対
三
で
あ
っ
て
、
そ
の
土
壌
は
、
稲
・
麦
類
と
下
等
桑
に
適
す
と
さ
れ
た
が
、
日
干
害
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
物
産
と
し
て
は
、
前
橋
向
け
の
上
質
生
糸
一
八

O
貫
が
上
げ
ら
れ
、
上
質
米
一
五

O
石
・
大
麦
五
石
・
小
麦
三

O
石
が
、
前
橋
及
び

白
井
へ
送
ら
れ
て
い
た
。
養
蚕
農
家
一
八
七
戸
の
ほ
か
に
、
農
間
渡
世
と
み
ら
れ
る
職
人
二
戸
・
酒
造
二
戸
が
み
ら
れ
、
蚕
糸
・
織
物
・

縫
物
各
業
に
従
事
す
る
婦
女
子
は
、
二
五

O
人
に
及
ん
で
い
た
。
し
か
も
、
牡
馬
八
三
了
牝
罵
一
九
を
保
有
し
て
畜
産
に
励
み
、
戸
口
の

動
き
に
つ
い
て
は
、
転
入
が
全
戸
数
及
び
人
口
の
二
%
、

0
・
六
%
、
転
出
は
同
じ
く

0
・
五
%
、

0
・
二
%
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

箱
回
は
前
橋
の
南
西
に
位
置
し
、
旧
高
崎
藩
領
で
あ
り
、
高
崎
道
・
渋
川
道
に
通
じ
て
い
た
。
東
・
西
に
用
水
路
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の

中
央
に
井
野
川
が
南
流
し
、
耕
作
面
積
八
七
町
六
反
の
う
ち
、

田
・
畑
の
比
は
、
三
対
二
で
あ
っ
た
。
農
家
数
は
七
五
戸
で
あ
り
、

戸

あ
た
り
家
族
員
数
は
四
・
三
、
同
じ
く
耕
作
面
積
は
一
町
一
反
六
畝
で
あ
っ
た
。
土
壌
は
諸
種
の
作
物
に
適
す
と
さ
れ
て
い
た
が
、
物
産

と
し
て
は
、
高
崎
へ
送
ら
れ
る
繭
二
二
石
が
上
げ
ら
れ
、
こ
こ
で
も
、
養
蚕
農
家
に
お
け
る
婦
女
子
の
労
働
力
は
多
大
で
あ
っ
た
。
牡
馬

一二

O
頭
を
保
有
し
、
ま
た
貢
租
と
し
て
は
、
地
租
米
一
六
九
石
・
四
八
円
、
雑
税
四
円
を
納
め
て
い
た
。

妻
沼
の
東
南
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
葛
和
田
河
岸
道
が
通
ず
る
上
須
戸
は
、
旧
旗
本
岡
野
・
加
藤
両
藩
相
給
の
地
で
あ
っ
た
。

南
は
福
川
、
北
は
道
閑
堀
に
臨
む
低
地
に
よ
っ
て
し
め
ら
れ
、
農
家
数
は
一

O
九
戸
で
あ
り
、

一
戸
あ
た
り
家
族
員
数
は
四
、
同
耕
作
面

積
は
七
反
で
あ
っ
た
。
土
壌
は
、
稲
に
は
適
す
が
桑
・
茶
に
は
不
適
と
さ
れ
、
し
ば
し
ば
水
害
を
受
け
て
い
た
。
耕
作
面
積
七
六
町
九
反

の
う
ち
、
回
・
畑
の
比
は
、

一
対
三
で
あ
り
、
物
産
に
つ
い
て
は
、
米
九
八
石
・
大
麦
二
七
六
石
・
小
麦
四
八
石
・
菜
種
八

O
石
・
大
豆



三
五
六
石
・
小
豆
二
一
石
が
上
げ
ら
れ
、
貢
租
と
し
て
は
、
賦
金
・
雑
税
は
な
く
、
地
租
米
四
九
石
・
一
六
七
円
だ
け
を
納
入
し
て
い
た

に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
転
出
が
、
人
口
の
約
五
%
に
及
ん
で
い
た
が
、
前
述
の
よ
う
な
葛
和
田
河
岸
道
に
沿
う
立
地
条
件
が
、
活
性

化
の
背
景
を
な
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

下
滝
は
、
高
崎
の
東
方
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
高
崎
道
が
通
ず
る
旧
幕
府
領
で
あ
っ
た
。

二
戸
あ
た
り
の
家
族
員
数
は
五

一
、
同
耕
作
面
積
は
九
反
二
畝
で
あ
っ
た
。
耕
作
面
積
六
六
町
九
反
の
う
ち
、

田
・
畑
の
比
は
、
ほ
ぼ
一
対
二
で
あ
り
、
東
南
に
猪
野
川

が
流
れ
、
土
壌
が
砂
磯
質
で
あ
る
た
め
、
米
作
に
は
不
適
と
さ
れ
て
い
た
。
農
家
数
七
二
戸
の
う
ち
、
農
間
雑
業
の
二
戸
の
ほ
か
は
養
蚕

農
家
で
あ
り
、
婦
女
子
の
労
働
力
の
多
く
は
、
紡
織
・
蚕
糸
両
業
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
物
産
と
し
て
は
、
繭
三
二

O
貫
・
絹
二

O
匹
・
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太
織
二
五
匹
・
生
糸
二
貫
が
上
げ
ら
れ
、
玉
村
・
岩
鼻
・
高
崎
に
売
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
荷
車
(
小
車
)
三
・
牡
馬
四

O
を
保
有

し
、
貢
租
と
し
て
は
地
租
米
六
二
石
・
八
九
円
の
ほ
か
、
雑
税
五

O
円
を
納
入
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
全
戸
口
に
対
す
る
転
入
戸
口
の
率

は
、
各
二
・
七
%
、

一
・
二
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
転
出
に
つ
い
て
は
、

0
・
三
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

四

む
す
び
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に
、
プ
ロ
ト
産
業
化
期
に
お
い
て
、
著
し
い
活
性
化
を
遂
げ
た
群
馬
・
埼
玉
両
県
の
二
六
集
落
を
取
り
上
げ
る
と
、
お
お

よ
そ
、
上
位
・
中
位
・
下
位
の
三
階
層
校
立
地
集
落
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
集
落
の
最
高
活
性
化
と
、
各
階
層
の
実
態
と

の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
(
表
)
。

(一う

活
性
化
の
階
層
と
旧
所
領
の
関
係
を
み
よ
う
。
旧
所
領
に
つ
い
て
は
、
前
橋
藩
二
一
が
最
も
多
く
、
川
越
藩
五
、
旗
本
藩
相
給
三
、

安
中
藩
・
高
崎
藩
各
二
、
上
総
久
留
里
藩
・
幕
府
直
轄
各
一
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
上
位
階
層
集
落
に
お
い
て
は
、
前
橋
藩
六
、
安
中
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表 群馬・埼玉岡県における公立小学校立地集落の最高活性化ー土地と戸口一一(明治7年)

幕末の所領 耕地 士族・平民の戸数 人口移動 移動人口(人)

階 集

H'J JII 旗 女 高 上 幕 畑 田 移動あり
a b c a 

平 士総 の の本
落

久
府

方 方
平 の士 の士 移 b E 

橋 越 藩 中崎
民

50族 50族
動

転 転
留 直

カぎ 治宝
%が %が 入 出

層 数 相 里 広 広 の 以平 未平 な超 超 民 族

J権 議 給 藩 藩 藩 轄 "1" み 上民 満民 し過 過

上 11 2 I 2 10 I 1 6 4 l 5 I 5 1 I 1，070 -397 673 

中 9 I 4 5 7 I 2 4 4 3 I 2 4 1-104 313 -417 

下 6 I 2 l 2 l 5 I 1 2 I 3 I 1 32 32 

26 12 5 I 3 2 I 2 1 I 1 22 4 I 16 8 10 10 I 6 998 一710 288 

(注) 階層の上は、授業料(1人あたり・月額、以下同じ)14-19銭・生徒数(教員 I人あたり・ 10

人未満四捨五入、以下同じ)20-40人も中は、授業料13銭・生徒数20-30人。下は、授業料13銭

生徒数40人の各小学校立地集落。『文部省第2年報』 ・『皇国地誌』から算出。

藩
・
旗
本
藩
相
給
各
二
、
上
総
久
留
里
藩
一
で
あ
り
、
前
橋
藩
の
ウ

エ
イ
ト
が
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
位
階
層
集
落
で
は
、

川
越
藩
五
、
前
橋
藩
四
で
あ
り
、
さ
ら
に
下
位
階
層
集
落
で
は
、
前

橋
・
高
崎
両
藩
各
二
、
旗
本
藩
相
給
・
幕
府
直
轄
各
一
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
中
位
階
層
で
は
、
む
し
ろ
、
川
越
藩
が
前
橋
藩
を
し
の
ぐ

ウ
エ
イ
ト
を
も
ち
、
下
位
階
層
で
は
、
前
橋
・
高
崎
両
藩
に
ウ
ェ
イ

ト
が
あ
る
も
の
の
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
旧
所
領
に
属
し
て
い
た
。

(二)

活
性
化
の
階
層
と
、
耕
作
地
の
状
況
の
関
係
を
み
よ
う
。
水

田
よ
り
も
畑
の
方
が
広
い
集
落
は
二
二
で
あ
り
、
逆
に
水
田
の
方
が

広
い
集
落
は
四
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
階
層
別
に
み
る
と
、
上
位
階
層

で
は
、
前
者
一

O
に
対
し
て
後
者
一
で
あ
り
、
前
者
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
中
位
階
層
(
前
者
七
・
後
者
二
)
と
下
位
階
層

(
前
者
五
・
後
者
二
を
比
較
す
る
と
、
む
し
ろ
、

下
位
階
層
の
方

が
、
中
位
階
層
よ
り
も
、
畑
の
方
が
広
い
集
落
の
割
合
が
、

や
や
高

か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

一
般
に
、

一
戸
あ
た
り
の
耕
作
面
積

が
狭
く
、
自
然
的
条
件
に
必
ず
し
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
桑
園
分

布
を
基
盤
と
す
る
蚕
糸
業
の
発
展
が
、
活
性
化
を
促
進
さ
せ
て
い
た



も
の
と
み
ら
れ
る
。

活
性
化
の
階
層
と
、
士
族
・
平
民
の
別
と
の
関
係
を
み
よ
う
。
そ
こ
で
、
平
民
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
集
落
を
州
、
士
族
も

居
住
し
た
が
、
そ
れ
が
平
民
の
五

O
%
以
上
に
達
し
た
集
落
を
川
、
同
じ
く
五

O
%
未
満
の
集
落
を
例
と
す
る
と
、
例
が
二
ハ
、
川
が
八
、

川
が
二
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
上
位
階
層
で
は
同
六
・
川
四
・
例
一
、
中
位
階
層
で
は
何
回
・
州
四
・
川
一
、
下
位
階
層
で
は
削
だ
け
で

つ
ま
り
、
下
位
階
層
で
は
、
平
民
に
よ
る
活
性
化
が
著
し
く
、
上
位
・
中
位
両
階
層
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の
方
が
、
平
民
に

(三)
あ
っ
た
。

よ
る
活
性
化
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
上
位
・
中
位
両
階
層
と
も
、
川
は
川
一
の
四
倍
に
達
し
て
い
て
、
士
族
の
分

布
が
、
集
落
活
性
化
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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活
性
化
の
階
層
と
、
人
口
移
動
の
関
係
を
み
よ
う
。
寄
留
人
口
の
分
布
に
よ
っ
て
、
移
動
状
況
を
推
測
し
、
移
動
が
み
ら
れ
な
か

っ
た
集
落
を
刷
、
移
動
が
み
ら
れ
た
が
、
転
入
超
過
で
あ
っ
た
集
落
を
川
、
同
じ
く
転
出
超
過
で
あ
っ
た
集
落
を
例
と
す
る
と
、
同
・
川

は
と
も
に
一

O
で
あ
り
、
判
は
六
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
上
位
階
層
で
は
同
五
・
川
五
・
例
一
、
中
位
階
層
で
は
同
三
・
川
二
・
例
四
、

下
位
階
層
で
は
同
二
・
川
三
了
川
一
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
上
位
階
層
は
、
中
位
・
下
位
両
階
層
よ
り
も
移
動
率
が
低
く
、
安
定
人
口

(四)
を
保
持
し
て
い
た
。
ま
た
、
転
入
超
過
集
落
数
と
転
出
超
過
集
落
数
の
関
係
が
、
上
位
階
層
で
は
、
前
者
は
後
者
の
五
倍
、
下
位
階
層
で

は
同
じ
く
三
倍
で
あ
っ
た
が
、
中
位
階
層
で
は
、
二
分
の
一
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
転
入
が
、
上
位
階
層
に
次
い
で
下
位
階
層
に
多
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
中
位
階
層
で
は
、
逆
に
転
出
が
多
く
、

い
わ
ゆ
る
階
層
分
化
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
口
移
動
の
明
ら
か
な
二
ハ
集
落
に
つ
い
て
、
士
族
・
平
民
別
の
移
動
を
検
討
す
る
と
、
平
民
の
転
入
と
士
族
の
転
出
が
著

し
か
っ
た
の
は
、
上
位
階
層
で
あ
り
、
中
位
階
層
で
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
平
民
の
転
入
が
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

一
般
に
、
階
層
が
高
い
ほ
ど
、
就
業
構
造
が
高
度
化
し
て
い
て
、

一
戸
あ
た
り
馬
保
有
頭
数
が
多
く
、
さ
ら
に
牡
馬
保
有
の
多
頭

(五)
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図 群馬・埼玉両県の公立小学校からみた最高活性化集落(明治7年)
1前橋 2同 3同 4内ケ鳥 5東明屋

6今泉 7越生 8石井 9松井田 10安中

11前代田 12横室 13上小出 14川越 15同

16阿 17同 18松郷 19後関 20西片貝

21津久田 22下里見 23原之郷 24箱回 25上須戸

26下滝 『文部省第 2年報j W皇国地誌』から算出

化
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ

る
牧
馬
の
普
及
が
み
ら
れ

た
。
い
い
か
え
れ
ば
概
し

て
産
業
構
造
の
高
度
化
が
、

階
層
の
上
昇
に
つ
れ
て
著

し
く
表
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

(六)

か
く
て
、
上
位
階

層
集
落
は
、
前
橋
を
中
心

に
分
布
し
た
も
の
の
、
か

な
り
離
れ
た
周
辺
の
外
側

部
に
も
拡
散
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
位
階

層
集
落
は
、
川
越
i
松
郷

の
ほ
か
は
、

す
べ
て
前
橋

の
周
辺
に
分
布
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
埼
玉
県
側
の
南
部
で
は
、
単
独
の
上
位
階
層
集
落
で
あ
る
越
生
と
、
前
記
の
川
越
i
松
郷
地
域
が
、

組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
分
布
の
、
主
体
と
な
っ
て
い
た
北
部
に
お
い
て
は
、
上
位
の
活
性
化
は
、
核
心
地
と
拡
散



的
な
外
側
部
に
み
ら
れ
た
が
、
特
に
核
心
地
で
は
、
中
位
の
活
性
化
を
付
随
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
下
位
の
活
性
化
は
、
上
位
の
活
性

化
と
と
も
に
、
拡
散
の
傾
向
を
み
て
い
た
の
で
あ
る
(
図
)
。
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地
域
活
性
化
|
|
群
馬
・
崎
玉
両
県
の
公
立
小
学
校
の
授
業
料
・
教
員
数
を
手
が
か
り
に
!

」
城
西
大
学
院
研
究
年
報
、
四
、
一
九
八
八
、
一
頁

(
3
)

前
掲
(
2
)
一
i
ニ
コ
二
貝
、
別
図
一

O
枚

(
4
)
田
村
正
夫
「
日
本
製
糸
業
の
地
域
的
展
開
」
城
西
経
済
学
会
誌
八
l
一
、
一
九
七
二
、
八
八
頁

(
5
)

授
業
料
総
額
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
当
該
学
校
の
生
徒
数
で
除
し
、
銭
未
満
を
四
捨
五
入
し
た
。
ま
た
生
徒
数
に
つ

い
て
は
、
各
校
総
生
徒
数
を
教
員
数
で
除
し
、
一

O
人
未
満
を
四
捨
五
入
し
た
。

(
6
)

③
群
馬
県
『
上
野
国
郡
村
誌
』
(
一
八
七
七
1
一
八
八
五
)
群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会
、
一
九
七
七
i
一
九
八
七
復
刻

③
埼
玉
県
『
武
蔵
国
郡
村
誌
(
一
八
七
五
i
一
八
七
六
ピ
埼
玉
県
立
図
書
館
、
一
九
五
三
復
刻

(
7
)

前
掲
(

5

)

0

以
下
「
授
業
料
」
は
、
生
徒
一
人
あ
た
り
の
授
業
料
を
さ
す
。

(
8
)

前
掲
(
5
)
。
以
下
「
生
徒
数
」
は
、
教
員
一
人
あ
た
り
の
生
徒
数
を
さ
す
。

(
9
)

寄
留
に
よ
る
転
入
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

(
叩
)
寄
留
に
よ
る
転
出
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

(
日
)
な
お
、
こ
の
ほ
か
、
一
華
族
・
五
人
が
居
住
し
て
い
た
。

(
ロ
)
牛
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
七
年
に
南
曲
輪
町
の
赤
城
仮
牧
社
に
お
い
て
牝
牛
四
頭
か
ら
の
搾
乳
が
あ
り
、
牧
牛
は
、
専
ら
赤
城
山
麓
に
お
い
て

行
わ
れ
て
い
た
。

(
日
)
他
地
域
の
転
出
人
口
は
、
八
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

四

九
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(
U
)
 

(
日
)

(
団
)

曲
展
開
酒
造
の
う
ち
、
二
戸
は
、
転
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

鍛
冶
・
喜
多
・
志
義
・
三
芳
野
各
校

前
掲
(
6
)
③
四
巻
、
二
二
二
貰




